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令和 ２ 年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

 

学校番号  12 学 校 名 静岡県立袋井特別支援学校 記 載 者   佐藤 徹 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 学びを支える安全・安心な環境づくり 

１ 

整理整頓の徹底による

安全で落ち着いた学習

環境の実現 

 

 

「廊下の棚の撤

去」を目指し、整

理・廃棄を行い廊

下にある物・棚を

減らした。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基環境整備や場の構造化は、ユ

ニバーサルデザインの視点から

も重要。今後も安全で児童生徒に 

とって生活しやすい、使いやすい

環境をめざすことが必要。 

・廊下に置いてある物が多く気に

なっていたが、減らすことができ

良かった。 

・用途に応じた物を使いやすくわ

かりやすく整理する工夫は必要。 

 

２

① 

危機・安全対応の再確

認とマニュアルの見直

し 

 

 

マニュアルに対す

る理解が深まり、

緊急事態に即応し

た行動がとれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

・取組は評価できる。緊急事態時 

にとるべき行動が明確でないと

いう教員が多いということであ

れば徹底する必要がある。 

・緊急事態に際して使えないもの

は、マニュアルとはいえないと思

う。正規マニュアルが使えないも

のならば、簡易マニュアルを充実

させ、正規マニュアル化していく 

方がいいのではないか。 

・いろいろなケースを想定し、ど

のような問題点があるのか、全て

の教員の理解、臨機応変に対応で

きるのかなどをマニュアルが全

てではないので考えてほしい。 

２

② 

全教職員の医療的ケア

に対する理解向上 

 

医療的ケアの安全

な実施について、

基本的事項を理解

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・子どもの命を守るというのは、

安心・安全の最も重要なことであ

るので 100％でなくてはいけな

いと思う。計画的継続的な研修が

必要であると考える。 

・全教員で取り組もうという姿勢

が伺えるが、担当以外の意識が薄

くなることも頷ける。どこまで理

解を求めるのかを考える必要が

あると思う。 

・消毒スタッフの採用や感染防止

の工夫、教員から生徒への周知教

育はすばらしいと感じている。 
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３ 

教職員の高い人権意識
によるより良い学校風
土の醸成 
 

 

相手を尊重する言

動を心がけて子ど

も・同僚と接して

いる。 

 

 

 Ｂ 

 

 

 

 

 

 Ｂ ・人権意識に個人差が出るのは考

えられることなので、気になる言

動やヒヤリハットなどを職員会

議や研修でとりあげていくなど

の具体的な手立てが必要なので

はないか。 

４ 

ＰＤＣＡサイクルの好

循環化による授業づく

りと教育課程づくり 

ＰＤＣ－Ａ（授業

改善と教育課程の

見直し）に取り組

み、教育力を向上

させた。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ｂ ・96％の職員が向上したと評価し 

ているのに、Ｂ評価はどうなの

か。どうすればＡになるのか考え

たい。 

 

 

５ 

学校課題を踏まえた短

中長期的な予算計画の

策定と予算執行 

課題を見据えた予

算計画を策定し、

効果的な予算執行

ができた。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 Ａ 

 

 

６

① 

教育公務員としての倫

理観の向上 

不祥事を起こさな

かった。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

  Ａ 

 

 

 

・最近の不祥事はとても悪質なケ

ースが多いです。教員同士ならわ

かる違和感があったらすぐに相

談することが大切。 

 

 

６

② 

袋特流働き方改革の推

進 

既存の業務を「続

ける-やめる-変え

る -減らす -始め

る」の視点で見直

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ ・自分のためでもある働き方改 

革・業務改善の自己評価がＣはい

かがなものか。成果目標を学校の

方針として受け止め、意識改革・

業務改善に取り組むよう決済・設 

定の段階での管理職の強い指導 

性が必要。 

・指導すべきことを的確に判断し

精選した指導を行う必要が求め

られている。その中で、他の人に

実績を生かすことを積極的にし

ていくとよいと考える。能率よく

仕事を行うためには、教員一人一

人の資質の向上が必要。そのため

にも自己研修が求められる。 

イ 学びを積み上げる授業をつくる 

１ 

深い学びへと導く授業

づくり 

「深い学び」を視

点に活動・目標を

設定し、「何を学ん

だか」を評価して

いる。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ ・深い学びへと導くための授業づ 

くりのために、学びの姿、目標、 

活動を考えたことは教員の意識 

を高めるために良かった。しか

し、基本は教員の子どもたちを見 

る目を育てることにあると考え 

るため、教育に対する、また児童 

生徒に対する愛情による経験で 

培われていくものだと思う。 
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２ 

個に応じた目標設定と

継続した指導の実施 

学習指導要領「目

標・内容の一覧」

を基に実態把握－

指導－評価を行っ

ている。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

３ 

６区分 27項目を活用し

た実態→課題→目標→

指導→評価の一体化 

「自立活動編」を

基に課題を見極

め、学校生活全体

を通じた指導を行

っている。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

４ 

自己実現を図るための

12 年間のつながりのあ

る指導の実施 

「豊かに生きる」

姿に迫るため、学

部・学年での指導

の重点を明確にし

ている。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ｂ ・12 年間で子ども達を見ていく

のはありがたい。学部でどうして

も切れてしまうと感じることが

多かったので、長期の目線も大事

にしてほしい。 

 

５ 

ニーズに応じたＯＪＴ

等による資質能力の向

上 

研修で学んだこと

を子供の成長につ

なげることができ

ている。 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

ウ 学びを豊かにする心と体をつくる 

１ 

他の人との関わり、集

団や社会との関わりに

関すること等、道徳心

の育成 

子供たちは、進ん
であいさつをし、
場に応じた言葉遣
いを心がけてい
る。 
子供たちは、約束
等を守っている。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

  Ａ 

 

２ 

健康・安全への意識・

知識・行動力など、命

を守る力の育成 

子供たちは、健康、

安全な生活を送ろ

うとする意欲をも

ち、行動している。 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ ・性指導が計画的に行われている

のはとても良いことだと思う。保

護者も悩むところなので、学校で

正しい知識や自己管理の力をつ

けてくれるのは良いことだと思

う。 

３ 

自他を尊重する心情と

互いに認め合う態度

等、人権感覚の育成 

子供たちは、自他

を大切にしようと

する心をもって人

と接している。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

Ａ 
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４ 

表現方法の獲得と表現

する喜びを味わう経験

による表現力の育成 

子供たちは、様々

な素材、表現方法

を知り、感じたこ

と等を表現してい

る。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

５ 

感情や情景を読み取る

力、表現力、想像力等、

読書活動を通じた育成 

子供たちは、お話

会を楽しんだり、

自ら本を手にした

り本に親しんでい

る。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

Ａ ・ICTの活用はこれから最も重要

な課題だと思う。生活を豊かにす

るために必要なことです。 

・ICTの活用で色々な方法がある

事を聞いた事があるので活用し

てもらいたい。 

エ 学びを広げる関係をつくる 

１ 

地域で生きる土台づく

り 

 

 

 

居住地校交流につ

いて、先方の理解

が深まったり、受

け入れ態勢が充実

したりした。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ａ ・95％達成ならばＡ評価でよいの

ではないか。 

・居住地校交流は、さらに深めら

れるといいです。 

 

 

 

２ 

個別案件に即座に対応

できる関係機関との連

携の強化 

個の支援充実のた

め、双方向からの

アプローチがみら

れる関係が築けて

いる。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

３ 

個別の教育支援計画・

指導計画を基にした連

携の強化 

保護者をはじめと

する関係者との共

通理解をもって指

導にあたってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ ・教育は学校だけでするものでは

ないので、個別の教育支援計画を

活用した連携を図ることは重要

なことです。特にどんな子に育っ

てほしいかを共有しながら、それ

ぞれの役割を理解していくこと

が大切だと思う。評価Ｂは大きな

目標、願いが十分理解しあえてい

ないということでしょうか。積極

的な活用を期待する。 

・保護者の評価に対して学校の評

価が低いのは、検討すべきことや

課題があるからでしょうか。 

４ 

①  

外部機関、地域、保護

者等とのつながりを高

めるための積極的な情

報発信 

学校を理解しても

らうための情報を

効果的に発信でき

ている。 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ ・今年度は保護者と学校との共有

が大変だったと思うが、その中で

連絡ノートやお便りを大事にし

てもらえたのは良かった。 
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４ 

②  

感謝の気持ちの発信と

地域・保護者の学校づ

くり参画への呼びかけ 

感謝の気持ちを伝

え、学校への理解

と協力を呼び掛け

る 30周年式典を開

催できた。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

・30 周年の取組の評価はＡでい

いと思う。式典ができなかったの

は残念ですが、気持ちは伝わった

と思う。 

・30 年の中で様々な変化の中、

障害者の幸せな人生を送るため

に努力された皆様に感謝と振り

返りができとても良い 30周年に

なった。 

 


